
 

 

 

令和５年７月２１日 

 

 

文化審議会の答申（史跡名勝天然記念物の指定等） 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は、７月２１日（金）に開催された同審議会文化財

分科会の審議・議決を経て、特別史跡の追加指定２件、史跡名勝天然記念物の追加指

定１４件及び重要文化的景観の追加選定１件について、文部科学大臣に答申しまし

た。今回答申された史跡等の追加指定及び重要文化的景観の追加選定の詳細は、別紙

のとおりです。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課   

 課 長          田中 禎彦 

  課 長 補 佐           田中 佳幹 

  主任文化財調査官（史跡部門）      渋谷 啓一（内線9767） 

  主任文化財調査官（名勝部門）      平澤  毅 （内線9776） 

  主任文化財調査官（天然記念物部門）  江戸 謙顕（内線9778） 

 主任文化財調査官（文化的景観部門） 市原富士夫（内線9770） 

  主任文化財調査官（埋蔵文化財部門） 近江 俊秀（内線9766） 

  審 議 会 係 長           森 幸一郎 (内線9757) 

   電話：０７５－４５１－４１１１（代表） 
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別 紙 

 

史跡名勝天然記念物                                （令和５年７月２１日現在） 

種   別 現在指定件数 

今回答申件数 
合計（現在指定件数と

答申件数との合計） 
新指定 解除 

統合に 

よる減 

史  跡 

(うち特別史跡) 

１，８８８ 

（６３） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１，８８８ 

（６３） 

名  勝 

(うち特別名勝) 

４２７ 

（３６） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

４２７ 

（３６） 

天然記念物 

(うち特別天然記念物) 

１，０３８ 

（７５） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

１，０３８ 

（７５） 

合  計 

（うち特別史跡名勝天然記念物）  

３，３５３ 

（１７４） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

３，３５３ 

（１７４） 

（備考） 

  件数は、同一の物件につき、二つの種別に重複して指定が行われている場合（例えば、名

勝及び天然記念物など）、それぞれの種別につき１件として数えたものです。 

  なお、重複指定物件を１件として数えた場合、 

   現在指定件数は、  ３，２３８件 

 

 

重要文化的景観 

種   別 現在選定件数 
今回答申件数 合計（現在選定件数と 

答申件数との合計） 
新選定 解  除 

重要文化的景観 ７２ ０ ０ ７２ 
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答申物件 

 

《史跡名勝天然記念物の追加指定》 

【特別史跡】 ２件 

１ 遠江
とおとうみ

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

【静岡県磐田市
い わ た し

】 

天平１３年（７４１）、国分寺
こくぶんじ

造立
ぞうりゅう

の 詔
みことのり

に

基づいて建立された国分寺跡の一つ。これまで南

大門や中門、金堂
こんどう

、講堂、塔などの遺構が見つか

っている。金堂などは木装基壇
もくそうきだん

であることが分か

っている。東面回廊
かいろう

東側の条件の整った部分を追

加指定する。 

 

 

２ 斎
さい

尾
のお

廃寺
は い じ

跡
あと

【鳥取県東伯郡
とうはくぐん

琴浦町
ことうらちょう

】 

山陰地方で白鳳
はくほう

時代の法
ほう

隆寺式
りゅうじしき

伽藍
がらん

配置
はいち

を持つ

唯一の寺院跡。大山
だいせん

山麓の台地上に位置する。中

門や金堂、塔、講堂などの基壇が残り、特に塔の

基壇は高さ１．１ｍを誇る。条件の整った部分を

追加指定する。 

 

 

 

【史跡】 １２件 

１ 八王子
はちおうじ

城跡
じょうあと

【東京都八王子市】 

北条
ほうじょう

氏
うじ

康
やす

の三男氏照
うじてる

が天正１０年（１５８

２）頃から築きはじめた山城跡。天正１８年（１

５９０）豊臣秀吉の小田原攻めの一環で落城。山

頂に至る要害部と、その麓の居館地区、家臣団の

あったと想定される根小屋
ね ご や

地区などからなる。条

件の整った、根小屋地区の一角を追加指定する。 

 

提供：磐田市 

提供：琴浦町 

提供：八王子市 
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２ 石垣山
いしがきやま

【神奈川県小田原市
お だ わ ら し

】 

天正１８年（１５９０）の小田原攻めの際に、

豊臣秀吉によって築かれた陣城跡。築城当時の

野面
のづら

積
づ

みの石垣が比較的良好に残る。本城曲輪
くるわ

、

馬屋曲輪などからなる。南曲輪、西曲輪及び本城

曲輪の一部など条件の整った部分を追加指定す

る。 

 

３ 昼飯
ひ る い

大塚
おおつか

古墳
こ ふ ん

【岐阜県大垣市
おおがきし

】 

岐阜県の西南部に所在する４世紀後半から末に

築造された前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

。墳長１５０ｍを測る東海

地方最大級の前方後円墳であり、古墳時代の政治

と社会を知る上で重要。今回、後円部の一部と周
しゅう

濠
ごう

の一部で条件の整った区域を追加指定する。 

 

４ 本
ほん

證
しょう

寺
じ

境
けい

内
だい

【愛知県安城市
あんじょうし

】 

徳川家康と対立した三河
みかわ

一向
いっこう

一揆
いっき

の中心寺院の

一つであった本證寺の境内地。浄土
じょうど

真宗
しんしゅう

寺院の

伽藍
がらん

の在り方をはじめ、わが国の仏教信仰の在り

方を知る上で重要。遺構が確認された北西側の外

堀の一角を追加指定する。 

 

 

５ 近江
お う み

大津宮
おおつのみや

錦織
にしこおり

遺跡
い せ き

【滋賀県大津市
お お つ し

】 

天智６年（６６７）、天智
てんじ

天皇が飛鳥から遷し、琵琶湖

西岸に営んだ古代の宮跡。天武天皇元年（６７２）の

壬申
じんしん

の乱で廃絶した。これまで発掘調査によって、内裏
だいり

正殿
せいでん

や南門、回廊、塀等の宮跡中枢部分が見つかってい

る。今回、内裏正殿北側にある廂付
ひさしつき

建物周辺の条件の整

った範囲を追加指定する。 

 

 

提供：小田原市 

提供：大垣市 

提供：安城市 

提供：大津市 
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６ 藤原
ふじわら

京
きょう

跡
あと

【奈良県橿原市
かしはらし

】 

朱雀
す ざ く

大路
お お じ

跡
あと

 

左京
さきょう

七条一
しちじょういち

・二坊
に ぼ う

跡
あと

 

右
う

京
きょう

七
し ち

条
じょう

一
い ち

坊
ぼ う

跡
あ と

 

持
じ

統
とう

天皇８年（６９４）から和銅
わどう

３年（７１

０）まで営まれた古代の都
と

城跡
じょうあと

。中心にある

藤原宮跡
ふじわらきゅうせき

は特別史跡となっている。朱雀大路跡

は宮の正門である朱雀門から南へ延びる道路跡

で、それを境に西側を右京、東側を左京に区分す

る。今回、左京七条一坊の条件の整った部分を追

加指定する。 

 

 

７ 飛鳥
あ す か

宮跡
きゅうせき

【奈良県高市郡
たかいちぐん

明日香村
あ す か む ら

】 

７世紀代に歴代の天皇の宮殿が造営された宮

跡。発掘調査の結果、飛鳥
あすか

岡
おか

本宮
もとのみや

（舒
じょ

明
めい

天皇）、

飛鳥
あすか

板
いた

蓋宮
ぶきのみや

（皇極
こうぎょく

天皇）、後
のちの

飛鳥
あすか

岡
おか

本宮
もとのみや

（斉
さい

明
めい

天皇・天智
てんじ

天皇）、飛鳥
あすか

浄
きよ

御原宮
みはらのみや

（天武
てんむ

天皇・

持
じ

統
とう

天皇）の各期の遺構が確認された。今回、条

件の整った部分を追加指定する。 

 

 

８ 大官
だいかん

大寺
だ い じ

跡
あと

【奈良県高市郡
たかいちぐん

明日香村
あ す か む ら

】 

天武天皇が建立した巨大な寺跡。藤原
ふじわら

京
きょう

条坊
じょうぼう

の南東に位置する。天武２年（６７３）に建立し

た高市大寺
たけちおおでら

を天武６年（６７７）に大官大寺に改

称。大安寺
だいあんじ

の前身寺院。金堂や講堂、塔、回廊の

跡などが残る。講堂跡の条件の整った部分を追加

指定する。 

 

 

 

提供：橿原市 

提供：奈良県 

撮影：上田安彦氏 
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９ 和歌山
わ か や ま

城
じょう

【和歌山県和歌山市】 

紀
き

の川河口部に位置する、紀伊徳川家の居城と

なった平山城の近世城郭。虎伏
とらふす

山
やま

に天守を設け、

その東に本丸があり、これらの周囲に二の丸、西

の丸、砂
すな

の丸
まる

、南の丸を配置し、高石垣と内堀で

画する。砂
すな

の丸
まる

の南に位置する扇
おうぎ

の芝
しば

の一角を

追加指定する。 

 

 

10 唐津
か ら つ

松浦
ま つ ら

墳墓群
ふんぼぐん

【佐賀県唐津市
か ら つ し

】 

葉山
は や ま

尻支
じ り し

石
せき

墓群
ぼ ぐ ん

 

大友
おおども

遺跡
い せ き

 

森田支
も り た し

石
せき

墓群
ぼ ぐ ん

 

桜
さくらの

馬場
ば ば

遺跡
い せ き

 

唐津平野に展開する弥生時代の支石墓群や甕
かめ

棺
かん

墓群
ぼぐん

からなる墳墓群。桜馬場遺跡は弥生時代中期

から後期の甕棺墓群で、後漢
ごかん

鏡
きょう

や巴形
ともえがた

銅器
どうき

、ガ

ラス玉類等の副葬品
ふくそうひん

を有する。唐津平野は『魏
ぎ

志
し

倭人伝
わじんでん

』に記された「末盧
まつろ

国
こく

」に比定されてお

り、桜馬場遺跡はその王
おう

墓
ぼ

と目される。今回、桜

馬場遺跡の条件が整った部分を追加指定する。 

 

 

11 姉川
あねがわ

城跡
じょうあと

【佐賀県神埼市
かんざきし

】 

水路（クリーク）を網の目状に巡らせた、中世に起源をも

つ環濠
かんごう

集落
しゅうらく

のなかでも周辺で最大規模であり、在地
ざいち

領主
りょうしゅ

姉川氏の居城となった中世城館。このような城館跡は全国的

にも類例がなく、保存状態も良好である。今回、条件の整っ

た部分を追加指定する。 

 

 

 

提供：唐津市 

提供：神埼市 

提供：和歌山市 
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12 里官衙
さとかんが

遺跡
い せ き

【大分県大分市
おおいたし

】 

大分市東部に位置する飛鳥時代から奈良時代に

かけての官衙遺跡。古墳時代の豪族
ごうぞく

居宅
きょたく

から

海部評
あまべのこおり

の役所と考えられるコの字状に配置される

大型掘立柱建物群へと変遷することが判明してお

り、地方官衙の成立を考える上で重要。今回、条

件の整った部分を追加指定する。 

 

 

 

 

【名勝】 １件 

１ 旧松波
きゅうまつなみ

城
じょう

庭園
ていえん

【石川県鳳
ほう

珠
す

郡
ぐん

能登
の と

町
ちょう

】 

奥
おく

能登
の と

地方に所在し、玉石敷きによる枯
かれ

流
なが

れの特徴的な意匠を有する中世の庭園で、保

存整備のための発掘調査等の成果を踏まえ、

今回、一体を成す斜面地等を追加指定する。 

 （写真は既指定地） 

 

 

 

【天然記念物】 １件 

１ 深泥池生物群集
みどろがいけせいぶつぐんしゅう

【京都府京都市】 

西日本の暖
だん

帯域
たいいき

の平地では希少な発達した

浮島
うきしま

があり、北方系植物や食虫植物が数多く

生育する池沼
ちしょう

であり、その特性を反映して

高層
こうそう

湿原
しつげん

や寒冷
かんれい

泥炭
でいたん

池沼
ちしょう

に特有な動物相が

生息する種多様性の高い生物群集である。水

源地であり、水生生物が利用する森林を追加

指定する。 

 

 

提供：大分市 

提供：能登町 

提供：京都市 



7 

 

《重要文化的景観の追加選定》 

１ 佐渡
さ ど

西三川
にしみかわ

の砂金山
さきんざん

由来
ゆ ら い

の農
のう

山村
さんそん

景観
けいかん

【新潟県佐渡市
さ ど し

】 

明治初期まで砂金採掘が行われ、閉山後に

その跡地や技術を用いて農業へ転換したこと

を伝える。西三川川の上流域に広がる導水
どうすい

路
ろ

跡
あと

とその周辺を範囲に追加することで、砂金

採掘の最盛期の規模と技術を伝え、保護の充

実を図る。 

 

 

 

 

提供：佐渡市 


	印刷版.pdf
	件数表
	「追加指定・追加選定」答申物件

